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はじめに
　藤城清治（1924 ～　）は、みずから主催した「木馬座」で、古
来からの影絵劇を継承した新作を創作し、上演し続ける一方で、静
止画、つまりタブローとしての影絵を同時に探求した近現代日本の
代表的影絵作家である。
　この自立した一枚の絵画作品としての影絵を創り出すきっかけと
なったのが、雑誌『暮しの手帖』での連載であった。雑誌創刊の昭
和 23（1948）年から平成 7（1995）年にいたるまで、途中十年
ほどの休止期間はあるが、連載は続いた。また一時期影絵ではなく、
藤城がアクリル絵の具でもって描いた女性像が表紙を飾ったり、挿
画の一部を担当したりと、『暮しの手帖』のイメージの一部分を藤城
が担ったことは間違いない。
　本論では、このような藤城清治の創作活動の二面性に注目し、従
来の単なる影絵作家としての評価とは別個の視点から、藤城の画家
としての歩みを評価づけるとともに、『暮しの手帖』との長年にわた
る関わりが藤城にどのような影響を与えたのかを考察しようとする
ものである。
藤城影絵の特色
　影絵の起源については様々な説があり、紀元 9世紀とも 7世紀と
も言われているが、その発生地がアジアであることは間違いないと
されている。インドネシアのジャワ島やバリ島、マレーシア、中国、
トルコ、インド、タイ、台湾などの各地で影絵劇が発生、展開して
いった。それらが17世紀前後にヨーロッパに伝わり、同地域でも独
自の発展を遂げていったと考えられている。いずれにしても観客の
前にスクリーンを引き、人形を操作して、その影を映すという手法は、
どの国においても古典的なスタイルとして定まっている。つまりは、
影絵とは芝居であり、そこでもっとも重要視されているのは、登場
人物である人形たちということになる。
　藤城も慶應大学在学中には人形劇や影絵劇など、アジアで生まれ
た伝統的な影絵芝居に影響を受けたものを仲間とともに創作し、活
動していたが、『暮しの手帖』初代編集長の花森安治に、制作した影
絵を写真に撮り、雑誌に掲載してみないかという提案によって、一
枚のタブローとしての影絵制作に乗り出していくこととなる。
　この、一枚のタブローとしての影絵に、制作上の技巧的、また外
観としても類似して挙げられるのが切り絵である。そもそも切り絵
とは友禅染や小紋の型紙に由来するもので、絵柄が全て縁取りで繋
がっているのが特色である。これはもともと中国から伝わった技法
で、中国では剪紙と呼ばれている。中国での影絵、皮影戯もこの剪
紙から発展したもので、人形の顔なども輪郭線を残して白く切り抜
いてあるなど、事物の形象を線で表している。
　これら切り絵の特徴は現代の日本の影絵作家にも受け継がれてい
る。しかし、線で物体を捉えている他の日本の作家たちに対して、
藤城は、物体をかたまりで捉えており、ここに彼の作品の最大の特
色がみられるのである。
　線によって構成された輪郭線ではなく、その物体のシルエットに
よる表現によって生み出された藤城の作品は、中国の皮影戯や、切
り絵に見られるような線の構築の手法はみられず、18世紀中ごろか
らヨーロッパにおいて流行していたシルエットの影響が感じられる
ものとなっている。
雑誌『暮しの手帖』
　雑誌『暮しの手帖』は昭和23年に創刊された生活雑誌であり、創
刊 60周年を超えて、今なお多くの読者から多くの支持を得ており、
反商業主義、反戦、徹底した消費者目線を掲げる、「自律的なジャー
ナリズム活動を展開してきた雑誌」である。
　この『暮しの手帖』での藤城の仕事は、大きく表紙画、影絵連載、
挿画の三分野に分かれる。この三分野の仕事を追っていくうえで、
藤城が『暮しの手帖』に関わっていた時期を、（1）初期～モノトー
ン時代、（2）円熟期～カラー時代と表紙担当期、（3）安定期～影絵
連載終了までの三期に分け、検証していくこととする。
　まず、（1）初期～モノトーン時代だが、これは雑誌創刊の昭和23
年から昭和40年までにあたる。そして、三分野のうち、藤城が最も
長く連載を続けた影絵連載は、この創刊当初から始まっている。こ
の雑誌自体の黎明期は、藤城にとっても自らの影絵の手法を確立す
るうえで、暗中模索な時期であったことが推測されるが、同時に、
自己の個性の確立という意味で、藤城の影絵の作家性が最も色濃く
出たものとなっている。モノトーンの時代の藤城の影絵は「線の強
さや黒の表現力」に集約されており、描かれている人物たちは、例
えるなら歌舞伎でいう、見得をきったような大仰なポーズが目に付
く。画面としても人物が前面に出ており、“背景＋人物”というシン
プルな構成で、これは自ら主催していた影絵、人形劇団「ジュヌ・
パントル（後の「木馬座」）」での活動が反映された結果と考えられる。
　次に、（2）円熟期～カラー時代と表紙担当期だが、これは昭和49
年から昭和 61年までをさす。また、前期から 9年間の空白がある
のは、藤城が「木馬座」での影絵、ぬいぐるみ劇に専念するため、『暮
しの手帖』での影絵連載を休止していた経緯がある。従って、円熟
期は藤城が『暮しの手帖』に復帰した時期から、ということになる。
　この円熟期がもっとも『暮しの手帖』において、藤城色が出たも
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のとなる。復活した影絵連載は、カラーとなり、復帰した 4年後に
は『暮しの手帖』初代編集長であった花森の急逝を受けて、跡を引
き継ぐ形で雑誌の表紙を手掛けた。さらに「すばらしき日曜日」と
いう読者の投稿欄において、挿画をも担当することとなった。
　カラーになってからの藤城の影絵は、モノトーンの時代とは作風
が大きく異なる。モノトーン時代にこだわっていた線の勢いと人物
へのこだわりが薄れ、一方で背景への描きこみ（切りこみ）の細か
さは増していき、木の葉一枚一枚まで描くことによる繊細さが目立
つようになる。また、背景の繊細な描きこみによって、人物を画面
のなかの一構成物として捉えるようになり、これまで「背景＋人物」
という構成だったのが、「物語の一場面としての画」という性格に落
ちついていく。すなわち、それまでは人物が主役であり、彼らがど
のような動きをしているかが、藤城の影絵の魅力であったのに対し
て、カラーとなってからは、画全体の構成での完成度が高いものを
求めていると考えられるのである。
　モノトーン時代にあった作家性を主張するような画風が消え、誰
もが快いと思うような安心感のある構図と、繊細な描きこみが顕著
となるのはこの頃からである。この画風の転換は、藤城が『暮しの
手帖』での連載という枠で活動してきた結果とも言える。あくまで
も、雑誌の表紙、挿画という立場において作品を制作してきた藤城は、
芸術家というより、職人的な気質を育てあげたのであろう。
　そして最後が（3）安定期～影絵連載終了までで、昭和61年から
平成 8年までとなる。表紙はクレール・アステックスというパリ出
身の女流画家に引き継がれ、藤城は影絵連載と、「すばらしき日曜日」
の挿画のみを手掛けている。この時期の藤城の影絵は、より緻密さ
と華麗さを増しており、何枚ものフィルタを重ねることで生まれる
透過光の美しさの追求にも拍車がかかっている。病院や駅といった
公的スペースでの大壁画の制作も多い。
藤城にとっての影絵
　藤城は自身の画業を振り返り、「ポピュラーソングのような」、「み
んなが楽しいと思えるような絵」を描いてきたし、これからも描い
ていきたいと語っている。この、大衆から快いと思われる絵を描き
たいという立脚点は『暮しの手帖』に自作を連載しているうちに、
培われたものと考えられる。初期のモノトーン時代を特徴づける、
勢いに任せて切った線の独特のキャラクターは、今の藤城の影絵に
は見当たらない。それはモノトーンとカラーの違いからくる、表現
方法の相違ということもあるかもしれないが、それだけが要因とは
考えにくい。円熟期において、雑誌の表紙、挿画を担当し、ひとつ
の雑誌のイメージを担当した経験は、藤城に多大な影響を与えた。
　ひとつの雑誌に連載を続け、その雑誌のイメージを担ったという
経験が、藤城独自の新たな作風を創りだし、多くの人々から支持さ
れる「影絵作家」としての地位を築いたのである。
